
別紙 静岡県指定文化財指定候補物件

※絵画、彫刻の部 ２ 静岡県の絵画・彫刻史上特に意義のある資料となるもの

４ 特殊な作者、流派又は地方様式等を代表する顕著なもの

種別 名称 員数 内容及び指定基準 年代 所在地 所有者 備考

２
有形文化

財(絵画)

西洋風景

〈徳川慶

喜筆/油絵

麻布〉

（せいよ

うふうけ

い〈とくが

わよしの

ぶひつ/あ

ぶ ら え

まふ〉）

一面

本作は、江戸幕府15代将軍であった徳川慶喜が静岡で暮らした最末期に当
とくがわよしのぶ

たる明治20～30年（1887～1897）頃に制作されたとみられる油彩画で、昭和

50年(1975)に徳川慶喜家から譲られ久能山東照宮が所蔵している。

キャンバスサイズは縦51.5㎝、横36.0㎝で、通常のキャンバス生地に油彩

画絵の具で描かれる。キャンバス生地背面に印字されたアルファベットから、

画材がイギリス製であることが分かる。

画題が「西洋風景」とされるように、19世紀ドイツ浪漫派の風景画を想起さ

せる雪山など山岳風景と光の表現、石造りのアーチ橋が特徴的に縦画面に描か

れ、東洋画の皴法のような細かい筆を重ねる描写や透視図法を無視した重な
しゅんぽう

りによる遠近表現などに慶喜の油彩画に共通する特徴が認められる一方、他の

慶喜の油彩画とされる作品に比べて色調が極めて明るい点、雪山や滝の水しぶ

きの表現、岩の凹凸などに厚塗り表現を用いる点などに新たな画法の導入が認
あつ ぬ

められる。

この画風は幕府開成所で江戸時代以来の写生法を応用しながら西洋画法を模索

した中嶋仰山や、それに連なる島霞谷、川村清雄らと共通した西洋画の先駆的な
なかじまこうざん しま か こく かわむらきよお

様式を示すものと考えられ、明治時代の画壇で主流となっていくものとは異なる。

慶喜は、中嶋仰山に油彩画を学んだ。幕府開成所を源とする油彩画の到達点のひ

とつが、静岡で慶喜により描かれたことは非常に意義深い。

このように、本作は前将軍が静岡時代の後半期に、通常の油彩画と変わらな

い作風及び素材で、縦画面に東洋画のような描写法を用いて描いた希少な油彩

画であり、近代日本洋画史という美術史的観点からも貴重な作例として重要で

ある。
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